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写真中段中央は学生食堂の内部から積雪のあつた日の様子です。春は桜、秋は紅葉、雪の降った日 |
には特別な景色を楽 しむことができます。 3段目の写真は体育祭の様子です。文科系体育系また留  |
学生、理事長・ 学長教職員も参加 しての春のひととき。徳山大学ならではの行事として今も学生の  |
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平
成
２８
年
度
評
議
員
会
が
６
月
２５
日
周
南
市
内
の
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
徳
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
國
廣
会
長
よ
り
、
挨
拶
の
中
で
大
学
理
事
と
し
て

「

５
年
後
に
創
立
５０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
大
学
で
は
、
中

期
経
営
計
画
を
打
ち
出
し
て
い
る
」
「今
後
は
大
学
あ

つ
て

の
校
友
会
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
も
提
言
し
て
き
た
が
、

公
立
化
検
討
に
つ
い
て
も
意
見
を
さ
ら
に
交
わ
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
大
学
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
平
成
２７
年
度
事
業
報
告

。
決
算
報
告
、
平
成

２８
年
度
事
業
計
画

。
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
井
上
幹
事
長
よ
り

「徳
山
大
学
理
事
長

と
し
て
池
田
和
夫
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
、
並
び

に
学
長
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
中
で
よ
り
大
学
が

存
在
感
を
示
し
て
い
く
た
め
の
支
援
活
動
や
、
提
言
を
行

っ

て
参
り
ま
す
」
ま
た

「会
員
相
互
の
親
睦

。
交
流
発
展
の
た

め
に
、
支
援
活
動
等
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
」
と
活
動
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
評
議
員
会
の

あ
と
は
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
和
太
鼓
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
な

ど
も
交
え
て
、
和
や
か
に
ひ
と
と
き
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

関
東
支
部
同
窓
会
が
、
平
成
田
年
１２
月
１０
日

（土
）
東
京

銀
座
ラ
イ
オ
ン
汐
留
店
に
て
２６
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
の
初
め
に
出
口
啓
介
支
部
長
よ
り
、
「関

東
支
部
は
地
道
な
が
ら
も
３０
年
着
実
に
活
動
を
続
け
て
来
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
会
員
の
皆
様
の
愛
校
心
と
徳
山
大
学

・
徳
山
大
学
校
友
会
の
ご
支
援

。
ご
協
力
の
賜
物
と
存
じ
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は

大
学
よ
り
池
田
和
夫
理
事
長
、
ま
た
校
友
会
本
部
よ
り
國
廣

会
長
、
瀬
川
副
幹
事
長
、
元
山
事
務
局
次
長
が
出
席
し
て
３０

周
年
の
同
窓
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
母
校

を
見
守
り
つ
つ
、
お
互
い
の
校
友
関
係
を
深
め
る
有
意
義
な

ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

『大
学
公
立
化
』
要
望
書
提
出
す
る

平
成
２９
年
２
月
３
日
國
廣
会
長

・
廣
瀬
副
会
長
が
徳
山

大
学
を
訪
問
し
、
※
「徳
山
大
学
の
平
成
１６
年
施
行
地
方
独

立
行
政
法
人
化
に
基
づ
く
公
立
法
人
化
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
校
友
会
で
は
徳
山
大
学

に
対
し
て
の
現
状
改
革
の
た
め
の
方
策
を
提
言
し
て
い
き

ま
し
た
。
今
回
は
今
後
特
に
、
大
学
が
存
続
し
て
い
く
上

で
重
要
な
項
目
と
し
て
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
と
し

て
、
「公
立
化
」
に
つ
い
て
要
望
書
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
の
中
で
は
、
地
方
都
市
社
会
の
活
性
化
、
市
の
振

興
に
尽
力
、
産
業
の
発
展
、
地
域
経
済
効
果
の
実
現
と
と

も
に
高
度
の
教
育

。
文
化
を
も

つ
た
理
想
都
市
及
び
人
材

の
育
成
を
目
標
に
、
山
口
県
及
び
周
南
市

（旧
徳
山
市
）

の
実
現
の

一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
重
要
性
な
ど
を
述
ベ

て
い
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

徳山大学校友会会誌とくだい第41号 瑕藤吻鱚鱚

尋虞23肇度

メ

3

亀攣
■

※手瑾 罐6撃釉繊罐麗鑢議畿菫議畿議Å《鰹鏡こ艤づ≪機豊鷺撼

地方公共団体が設立者となりt公立大学あ達営を自律的|

弾力的に行 うもので、これまでも名桜大 .(沖縄)高知工科
大、鳥取環境大、長岡造形大、静岡文化大、山口東京理科
大、長野大 (毘9.4月 以降予定)な どが「私立」から「公
立」へ転換を図り(何れも志願者を増やし地域振興に貢献
.で きる人材育成等の教育活動の展開に成功している61周南
市が設置した場合、内部留裸などめ徳山大学財産を活用す

るため初期投資はなくtこのため、県や市に財政負担をか

けない。また、公立大学法人の場合t・ 教職員の身分は非公

務員となる。       ・         ・



卜)を

昭和 48年度バンフ高村徳山市長のメッセージ  地 域 社 会 へ の つ な が り

徳山は、緑の山を背に、瀬戸内海公立公園を一望におさめることのできる恵まれた自然

環境のなかにある。ここは近代的な大工場が多く、活気があり、しかも緑地帯もあって、

落着いた雰囲気の産業都市である。バイパスや山陽新幹線の建設によって中国地方の一大

拠点になろうとしている。

徳山市が大学誘致を計画したのは、連鎖的な大学紛争の状況を考え、父兄も安心 して入
徳山市長  学させることができ、また学生も立派な大学教育を受けられる理想的な大学が欲しいと考
高村坂彦  ぇたからであります。

今や、学問するために東京に行くという時代は去 りました。むしろ環境のよい地方に立派な大学が分散

設立される時代となり、このことは先進諸国で早くから行われています。東京にある大学も、三多摩の地

に、あるいは近県に分散されつつあります。

こうした意味で、私立大学の特徴と公立大学の長所とを合わせ持つ理想的な大学をめざして創設された

徳山大学は、教授陣容も地方大学としては稀にみる立派なものであります。

来春、大学に進学される学生諸君には、こうした大勢も考えていただき、せっかく大いなる使命をもっ

て生まれた徳山大学にすすんで受験せられることを切望する次第です。

昭和 49年度バンフ今田学長のメッセージ

今 日の日本は、文化の偏在が極端化 し、都会は最悪の教育環境

となつている。私の常に言 う文化の Uタ ーンが今こそ、ただちに

決断と実行に移されるべきである。徳山大学は、この日本の文化

運動の先頭にたつて、この理念を実現せねばならないと確信する。

また、激動する世界の政治経済の動向は、経済大国日本の前途

全言竹量絆  が容易でないことを感 じさせるとともに、今 日の日本人は、物質
′~1'11｀

  的欲望が充分に満たされている反面、最も大切な道徳的 。精神的支柱を

失っているかにみえる。この現実をふまえ、知徳体一体の教育とい う平凡にして非凡な

下   宿

教育の本業に立ち返っ

て、学生の知的・道徳

的錬成を行なお うとす

るのが徳山大学である。

本学の使命 と教育の理

念 とに共感 し、向学心

にもえる諸君 |こ ぞっ

てわが大学に学理の道

を求められよ。周南の

丘の上に瀬戸内海を望

む理想の学舎、徳山大

学は諸君の入学を心か

ら歓迎する。

通学不可能な学生には、徳山市に広大な住

宅地ができ 」1が 1,つ つあることでもあり、学

生課で直接交渉 にあた り、幾身に世話をして

いただ |す る家庭を リス トアップし責任をもっ

てよい下宿を斡旋 しうるよう準備 している。

下宿・貸間の状視

2食 付… 4_5畳 -15,000円

6 量-16.00(}円

都震のみ… 4.5畳-5,0∞ 円

6 豊 -6.000月

学寮 |ま た機、北 ■察の_1学 寮がある .

寮費 !よ 食事なして月腰約 5.5∞ 円(4量半 ,

現在寮生約60名 が共同生活を営んでいる。

第司回ポプラ祭バンフ表紙

テーマ「出発進行」と
あります。

蒻靡瞑鱚瞑靡緻鰈塚瞑躙靡
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・

つとめて40年。思い出は走馬燈の如く浮かんできます。学校行事の萩

往還・体育祭・EQ研修会、課外活動での教育研究会の勉強会・地歴研究

会の現地調査・硬式野球部の神官出場 。テコン ドー部のオリンピック出場

など学生さんの活躍を思い出します。また、研究面では『徳山海軍燃料廠

兼重宗和 先生

の協働力は必ず実を結びます。学生の皆 さん、吉田松陰が 「学問を

する眼 目は、自己を磨き自己を確立することにある」 と述べるよう

に、進むべき道を時代の流れを鑑み しっか り学んで下さい。卒業生

窺
議
饉
一， 』

の皆さん、本学で身につけた知

識・技能やEQ力 を社会で十分発揮され少子高齢化、AIに より

変わりゆく社会・ビジネスの荒波を乗 り越えて下さい。

更なるご活躍を心から祈念 します。また、校友会に出席され、親

交を深めるとともに母校への応援宜しくお願い致します。最期に

間もなく大学は50周年を迎えます。是非進化する大学を見に足

を運んで下さい。

今後私は非常勤として大学にお世話になりますが、地域貢献を

主眼に置いて活動していきたいと存じます。趣味の釣 りも続けた

いです。

大学に 1980年 に就任 して、

した。

37年この学園で人生 と共に歩んできま

いろいろな思い出が、走馬燈のように過ぎ去 ります。思い出深い事が幾つ

かあります。

私の授業の中で、徳山女子短期大学時代、野外授業で、夏期はスキュー

バダイビングで萩や唐津の海でCカ ー ド取得 し、ファンダイブで綺麗な海

を潜 り、冬期は管平高原にてスキーやスノーボー ドで、学生と共に学んで

きました。

また、これからも本学は、地域と共に飛躍し、より豊かな高等教育が提
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松尾静香 先生

供できる学園になれる事を期待 しております。

本学で教育を受け、卒業された卒業生達は、社会に

貢献できる人材に育

っています。とても

女喜しく思います。

これからの人生は、

できれば地域のみな

さんのために、スキ

ル貢献し、一住民と

して、楽しむ人生を

送 りたいと思います。

嗽 |::鰺絣

罐

■  ヽ

史』の石油文化賞の受賞など思い出は尽きま

せん。現在大学が、実施 しているCOC事 業

を理事長・学長を中心に教職員・学生さんの

シーズを十分発揮 され更に発展 させ、世界に

冠たる大学になることを願っています。皆様

鑽
イ奪

　

、

１
欝
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◎
と
く
だ

い
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
◎

平
成
二
十
八
年
度
入
学
式
挙
行
さ
れ
る

平
成
２８
年
４
月
２
日

（土
）
平
成
２８
年
度
徳
山
大
学

入
学
式
が
記
念
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
入
学

生
は
三

一
〇
名
で
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

学
長
の
式
辞
の
後
、
新
入
生
代
表
宣
誓
で
は
経
済
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
学
科
、
水
津
桃
果

（す
い
づ
も
も
か
）

さ
ん
が

「本
学
の

「知

。
徳

・
体
」

一
体
の
教
育
理
念

を
礎
と
し
、
勉
学
や
諸
活
動
に
励
み
、
Ｅ
Ｑ
教
育
を
修
め
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
力
を
養
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
来
賓
と
し
て
ご
出

席
い
た
だ
い
た
周
南
市
木
村
健

一
郎
市
長
、
周
南
市
議

会
金
井
光
男
副
議
長
、
徳
山
商
工
会
議
所
有
吉
毅
彦
副

会
頭
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
式
の
締
め
く
く
り
と

し
て
吹
奏
楽
団
の
生
演
奏
に
よ
る
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、

粛
々
と
し
た
感
動
の
中
、
終
了
し
ま
し
た
。

入
学
式
の
あ
と
は
、
学
生
食
堂
周
辺
で
新
入
生
歓
迎

の
さ
く
ら
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
で

は
お
茶
席
や
、
学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
徳
山
大
学
オ
リ

ジ
ナ
ル
珈
琲
の
無
料
試
飲
会
、
さ
ら
に
は
、
校
友
会
協

賛
に
よ
る
餅
ま
き
な
ど
行
わ
れ
、
歓
迎
ム
ー
ド
も
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。

代表宣誓を行う水津さん

学食前盛り上がる餅まき

濱
田
真
由
選
手
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ

出
場
壮
行
会
開
催
さ
れ
る

オで

学
部
３
年
）
の
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、
教
職
員
学
生

一

般
の
方
を
含
む
約
二
百
人
が
濱
田
選
手
を
激
励
し
ま
し

た
。
濱
田
選
手
は
日
本
選
手
団
の
ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
で
入

場
、
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
登
壇
し
ま
し
た
。
池
田
理

事
長
、
岡
野
学
長
か
ら
の
激
励
の
挨
拶
に
続
き
、
徳
山

大
学
学
長
並
び
に
徳
山
大
学
校
友
会
井
上
幹
事
長
よ
り

激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
濱
田
選
手
は
返
礼
と
し

て
決
意
表
明
を
行
い

「金
メ
ダ
ル
を
目
標
に
、
最
良
の

コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
で
臨
み
ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
学
生
代
表
と
し
て
学
生
会
執
行
部
委
員
長

天
満
恭
平

（福
祉
情
報
学
部
２
年
）
君
よ
り
花
束
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
８
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
、
惜
し
く
も
２
回
戦

７
月
８
日

（金
）
本
学
三
〇

一
教

に
お
い
て
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

リ
ン
ピ
ツ
ク
に
テ
コ
ン
ド
ー
競
技

出
場
す
る
濱
田
真
由
選
手

（経
済

ち

畿
護
　
ザ
・

／
軒〓
峯響

一

熊
本
地
震
募
金
支
援
活
動

学
内

・
学
外
で
行
わ
れ
る

て
、

１９
名

の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
有
志
教
員
の

三

一
機,1111:|111111111111111111簸 ||||||||:|||:||:|:|||||||111111111111:||:|111111111

第
１
回
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
タ
ト
対
話
集
会
開
催
さ
れ
る

１０
月
２２
日

（土
）
第
１
回
共
創
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
対
話
集

会
が
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
高
校
生
、

高
専
生
、
大
学
生
が
集
ま
り
、
「地
域
の
問
題
点
に
つ
い

て
話
し
合
う
」
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
対
話
集
会
開
催
を
き

つ
か
け
に
徳
山
大
学
生
が
中
心

と
な
り
、
高
校
生
、
高
専
生
と
学
生
の
い
る
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会

『
が
く
ま
ち
』
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ

の
中
心
メ
ン
バ
ー
の

一
人
が
福
祉
情
報
学
部
２
年
の
山
根

理
代
さ
ん
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
周
南
市
か
ら
注

目
さ
れ

「広
報
し
ゅ
う
な
ん
」
に
、
写
真
と
共
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
学
生
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ

か
ら
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
を

見
守
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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―絞友会にお寄磯しヽただ鞍ヽた
冬鍵 けなど纏介 します一

||||1博 鐵 l註 難書 ■ ■|十1華 夫 挙与

初めて校反会にお便りします。校反会誌を毎回懐かしく読ませていただいています。卒業して、

はや 32年・・・ ?校反会誌を見るたびに、懐かしい先生、教職員の方展をお見受けします。こ

の度、吉岡先生が、還暦をお迎えになられることを聞いてびっくりです。た13ヾ ん、私が入学した

ときには、まだまだお若かつた。武勇伝は、あの山下泰裕さんに勝ったことがあると間いていま

した。あと、「萩往還道」私も山□市から萩市まで 8時間 (35 kmだ つたかな?)袴をはいて歩き

ました。今では懐かしい思い出です。私は、仕事をしながら○○中学校卓球部のコーチ、広島市

卓球協会の理事をし、小中学校の試合の手伝いをさせていただいてい讀す。周南市には、毎年 1

月に試合があり卓球部の先輩|こ お会いします。大学の方には行った事はないのですが、今度行く

機会がありましたらお1司 いしたいと思います。徳山大学の益長の発展をお祈りします。中村道陽

くん (たぶんヨット部デシタネ?)頑張つてください。

・ 1'  ||・ ■ 1■‐ .‐,  111 -

して、イ可年たとうが、"桜"の季節 |こ なると当時の下宿先"桜馬場"の光景がよみがえり

校反会言志を見て、懐かしさと同時にもう一度戻りたい気持ちです。

●住所変更等について ●

‐‐‐‐ ‐■■||■ ||■・

率業後籐住断壼画|こつなヽて

「お問い合静せ
_農  ‐

校友会では卒業生の

皆様の住所変更等につ
いてホームページから
手続きができます。
徳山大学のホームペー
ジから「卒業生の皆様
へ」のタブを押し、
「徳山大学校友会」の
バナーを押していただ
くと左記のバナーがあ
りますので、ここをク

リックしてください。

い
ろ
い
ろ
な
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

校
友
会
誌
編
集
は
成
り
立

つ
て
お
り
ま
す
。

私
も
編
集
を
続
け
て
四
半
世
紀
は
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
バ
ト
ン
リ
レ
ー
も
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
任
さ
れ
た
か
ら
に

は
頑
張
り
ま
す
。
北
先
輩
懐
か
し
い
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
こ

れ
か
ら
も
校
友
会
の
活
動
を
お
見
守
り
下

さ
い
。
（中
村
）

―編集スタッフー
企画広報部長 藤井辰郎 (25期 )中 村道陽 (11期 )

藤 田美恵 (事務局 )

印刷・デザイン : 東洋印刷  協力 徳山大学

①澄∫|1酒遺 (萩 )

東洋美人純米吟醸大辛□

3名様
今や山口県を代表するお酒のひとつです。

〒745-8566
山口県周南市学園台 徳山大学校友会

回コ回霊
kO11ヽ 4,KaltrtOKし yarIヽ●~~、

1.3● 10

ご送付ください。

②幽懸本簡 (周 爾 )

焼酎 2本セット (米・芋)

3名様
おなじみ周南市徳山の地元焼酎です。 ※ご意見 。ご感想は、誌上 。HP上

で掲載されることがありますので、

予めご了承<ださい。

また、{固人情報については、事務

連絡のみに使用させていただきま

す。

郵送の場合

監

お洒にも合う食感が独特で人気のある

希望商品、氏名、年齢、住所、電話

番号、会誌へのご意見・ ご感想をお

書き添えの上、

③杉本春曹兵衛本應 (鋳購 )

金銀竹輪セット
3名様

第ヽ41号 ,け年講 210■|

―校友会議隔年発行について ―

次年度より、校反会誌 |こ ついては、紙媒体で

の発行 (郵送)は隔年とさせていただきます。

但し、校反会ホームページの方では、毎年編集

発行する校反会誌を見ていただけるように準備

いたします。従いまして、次号校反会誌第 42
号は WttB版のみとなりますので、ご留意いた

だきますようお願い申しあげます。
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